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写 真1.ブ ロ ンツ ィ ー ノrヴ ィ ー ナ ス と

キ ュ ー ピ ッ ドの寓 意 』

ロ ン ドンの ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー の 、 ト

ラ フ ァ ル ガ ー 広 場 入 口 か ら入 っ て 左 手 奥 、

フ ィ ッ トコ ム通 り との 角 に 当 た る第8室 に 、

有 名 な ブ ロ ン ツ ィ ー ノ(AgnoloBronzino,

1503-72)のrヴ ィ ー ナ ス と キ ュ ー ピ ッ ド

の 寓 意 』(AnAllegory()fVenusand

Cupid)が 懸 か っ て い る(写 真1)。 現 在 、

ナ シ ョナ ル ・ギ ャラ リー 内 の壁 画 に は、 この

絵 に っ い て 次 の よ う な 説 明 が 付 い て い る。

《1860年 購 入 。 こ の 絵 は 、 謎 の 点 も多 いが 、

トス カ ナ 大 公 コ ジ モ ・デ ・メ デ ィ チ よ り フ

ラ ンス 国王 フ ラ ン ソ ワー 世 へ の贈 物 と して 、

1540年 代 半 ば に制 作 され た と言 わ れ て い る。

キ ュ ー ピ ッ ドは 、母 親 ヴ ィ ー ナ ス に 武 器 の矢

を 取 り上 げ られ て い る。 薔 薇 の 花 弁 を 持 っ 少

年 は、 「愚 行 」 で あ ろ う。 そ の 他 の 人 物 は 、

「欺 隔 」 と 「嫉 妬 」 と恐 ら く 「快 楽 」 を 表 す

もの だ ろ う。 表 情 や 動 作 に 失 望 感 の 明 らか な

髭 の 男 は、 「時 」 で あ る。》

と こ ろが 、1860年 購 入 時 に は 、 この 絵 の題

名 は、rヴ ィ ー ナ ス 、 キ ュ ー ピ ッ ド、 愚 行 、

時 。 寓 意 』(Venus,Cupid,Folly,,and

Time.AnAllegory)と 付 け ら れ 、 解 説

も、 《「争 い 」 の 種 ・金 の 林 檎 を 持 っ た

ヴ ィー ナ スが 、床 に 広 げ られ た 青 い布 の 上 で

横 坐 り し、 首 を巡 らせ て キ ュ ー ピ ッ ドに キ ス

を して い る。 「愚 行 」 は 知 らず に茨 を 踏 み 、

二 人 の上 に両 手 い っぱ い の薔 薇 の 花 を 投 げ か

け よ う と して い る 。 後 ろで は 「時 」 が ベ ー ル

を 持 ち上 げ 、 「嫉 妬 」 や そ の 他 邪 悪 な もの の

姿 を 暴 露 して い る 。 「貧 欲 」 は 、 片 手 の 密 蜂

の 巣 を差 し出 しな が ら、 も う一 方 の手 に は棘

を 隠 し持 って い る。 下 方 の 片 隅 に は鳩 が お

り、 反 対 の 片 隅 に は仮 面 が あ る。》 と な って

い た(rナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー 所 蔵 絵 画 解

説 目録 』-DescriptiveandHistoricalCata-

LogueofthePicturesinTheNational

Gallery,NationalGalleryPublications,

1860)。 そ して 、 制 作 時 に は な か っ た 掛 布 と

葉 が 、1958年 の 洗 浄 時 ま で 、 ヴ ィ ー ナ ス と

キ ュ ー ピ ッ ドの 上 に描 き加 え られ て い た(写

真2,セ シ ル ・グ ー ル ドr16世 紀 イ タ リア

派 ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー 解 説 目録 』

CecilGould,TheSixteenthCentury

ItalianSchools:ハrationalGalleryCata-

logues,NationalGalleryPublications,

1987,p.41)o



写 真2.ブ ロ ン ツ ィー ノ 「ヴ ィー ナ ス 、

キ ュー ピ ッ ド、 愚行 、 時 。寓

意 』(1860年 当 時)

グー ル ドは 、 題 名 や解 説 の 変 化 の 示 す よ う

に 現 在 、 題 名 と し て は、AnAllegory

withVenusandCupid(TheNational

GalleryPrintandPosterCatalogue,

NationalGalleryPub!ications,1991),

AnAllegory(HomanPotterton,The

NationalGallery,ThamesandHudson

Ltd,1990),AnAllegoryofTimeand

Love(相 賀 徹 夫 編 集 著 作 「原 色 世 界 の 美

術 』 第9巻 、 小 学 館 、1989)な ど も使 わ れ て

い る一 、 「この 絵 の 寓 意 に っ い て の 権 威 あ

る 手 懸 り は 全 くな い 」 と言 い っ っ も、 ヴ ァ

ザ ー リ(GiorgioVasari)、 パ ノ フ ス キ ー

(ErvinPanofsky)、 レ ヴ ィ(Michael

Levey)な ど の 説 と して 、 右 手 の 薔 薇 を 持 っ

少 年 を 「戯 れ ・愚 行 」、 左 手 の髪 を 掻 雀 る人

物 を 「嫉 妬 」、 右 手 の 躇 る人 物 を 「欺 隔 」(パ

ノ フ ス キ ー)或 は 「快 楽 」(レ ヴ ィ)、 左 手 上

の 人 物 を 「真 理 」(パ ノ フ ス キ ー)或 は 「欺

隔 」(レ ヴ ィー)、 と説 明 して い る。 そ して 、

寓 意 に つ い て も、rr時 』 が 官 能 的 悦 楽 を 、 嫉

妬 と絶 望 に至 ら しあ る もの と して 、暴 い て み

せ て い る」(パ ノ フ ス キ ー)と す る 説 と、

「ヴ ィ ー ナ ス に よ って キ ュ ー ピ ッ ドの 力 が 弱

あ られ て い る こ と を 示 す もの 」(レ ヴ ィ)と

す る二 説 が あ る こ と を 挙 げ て い る の で あ る

(1わεd.,P.42)o

パ ノ フ ス キ ー のrイ コ ノ ロ ジ ー 研 究 』

(8伽 読e8画1co几oZogy,1939)で は 、 も う

少 し詳 しい 。 「優 美 で 淫 らな 」 ヴ ィ ー ナ ス 母

子 の 逸 楽 を 、 「快 楽 」 「嫉 妬 」 「欺 隔 」 な ど の

善 悪 の 巧 妙 な 二 重 性 を 象 徴 す る 人 物 らが 囲

み 、 全 体 で も っ て 逸 楽 図 を 構 成 す る。 こ の

逸 楽 の 図 を 、 「時 」 と 「真 理 」 が 暴 い て い

る の で あ る と説 明 す る の で あ る(Harper

Torchbooks,1967,PP,87-90)。

さ て、 以 上 の よ う な 多 様 な 解 釈 を 持 っ

「ヴ ィ ー ナ ス とキ ュ ー ピ ッ ドの 寓 意 』 は、 そ

の 複 雑 な 寓 意 や 象 徴 性 の 故 に 、 文 学 作 品 に

と って は、 イ メ ー ジ ・シス テ ム を 構 築 す る際

の 格 好 の 道 具 と な り う る よ うだ 。 最 も手 軽 な

と こ ろで は 、 写 真3や 写 真4に 見 られ る よ う

に 、 表 紙 デ ザ イ ン に使 わ れ て 、 テ ー マ を表 象

す る もの とな る。

しか し、 写 真4の 、 イ ギ リス の 現 代 作 家 ア

イ リス・マ ー ドック(IrisMurdoch,1919-)

のr立 派 な 人 々 と 善 良 な 人 々 』(Tん ε1Wcε

αηd仇 ε σood,1968)で は、 こ の 絵 は 直 接

作 中 に 取 り入 れ られ 、 テ ー マ の 隠 し絵 と さ れ

て い る。 マ ー ドック は この 作 品 で 、 愛 欲 ・裏

切 り ・嫉 妬 ・自 由 ・至 上 の 善 な ど を 描 くの だ

が 、 真 の エ ロテ ィ シ ズ ム を これ らの 中 心 に お

い て い る。 そ れ を 表 す た め に 、 マ ー ドック は

ポ ー ラ ・ビ ラ ン(PaulaBiranne)を こ の

絵 の 前 に立 た せ るの で あ る。 そ して 、 こ う説

明 させ る の だ 。 「細 身 の 裸 の ヴ ィ ー ナ ス が 、

細 身 の 裸 の キ ュー ピ ッ ドに 、 もの憂 げ に身 を

もた せ 掛 けて い る。 キ ュ ー ピ ッ ドは 腰 を 屈 め

て 、 長 い 指 を した 左 手 で彼 女 の 頭 を支 え 、 長

い指 を した右 手 で は、 彼 女 の 左 胸 を撫 で て い

る 。 … … 巻 毛 の 「愚 行 」 は 進 み 出 て 、 麻 薬 を

飲 ん だ よ うに う っ と り と恋 を す る 二 人 の 頭

上 に 、 薔 薇 の 花 弁 を 降 り注 こ う と して い る。

一 方
、 老 人 の 好 色 家 「時 」 は こ の光 景 の 上 に

長 く強 そ うな 腕 を 拡 げ て 、 あ ら ゆ る甘 美 な
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写 真3.ジ ョ ン ・ス トール ワ ー ジ ィ編

「ペ ンギ ン版 ・愛 の 詩 』

(ペ ンギ ン ・ブ ッ クス 、 ユ973)

もの に 終 焉 を もた らそ う と す る」(Penguin

Books,p.148)と 。

そ して ポ ー ラ は この 時 、 こ の絵 を 「本 当 の

春 画 」(lbid.,p.147)と 言 っ た リチ ャ ー ド

(Richard)の 言 葉 を 想 い 出 し、 二 人 の 間 に

あ った 本 物 の エ ロテ ィ シズ ム と生 の こ とを 考

え る。r立 派 な 人 々 と善 良 な 人 々』 に お け る

rヴ ィー ナ ス とキ ュ ー ピ ッ ドの 寓 意 』 の 扱 い

は、 パ ノ フ ス キ ー らに よ る寓 意 の解 釈 を 超 え

て い る。 そ れ は 、 性 を 生 の 至 高 性 とす る シ ン

ボ リズ ム を 与 え る もの で あ るの だ 。

と ころ が 、 この よ うな 直接 的 導 入 の仕 方 と

は違 って 、 作 品全 体 の イ メ ー ジ ・シス テ ム の

中 に秘 に 取 り込 ん で しま うや り方 で 、 い わ ば

間 接 的 に 導 入 して い る、 次 の よ う な二 っ の 小

説 もあ る。 それ らを 紹 介 して み た い と思 う。

但 し、一 っ の 小 説 は 既 出 の論 考 へ の 疑 問=批

判 の 形 で 、 も う一 っ は新 た な私 見 と して 。

既 出 の 論 考 と い うの は、 山川 鴻 三 著rイ ギ

リ ス 小 説 と ヨ ー ロ ッ パ 絵 画 』(研 究 社 出

版 、1987)に お け る 第2章 の 、 「r鳩 の 翼 』

と ブ ロ ン ッ ィ ー ノ 、 ヴ ェ ロ ネ ー ゼ 」 の こ とで

あ る。 山川 氏 は、 ア メ リカ に生 まれ イ ギ リス

写 真4。 ア イ リス ・マ ー ドッ ク

」立 派 な人 々 と善 良 な人 々ご

(ペ ンギ ン ・ブ ッ ク ス、1974)

に 帰 化 した ヘ ン リー ・ジ ェ イ ム ズ(Henry

James,1843-1916)の 『鳩 の 翼 』(丁 舵

W`ηgs(ゾ 疏 εDouθ,1902)の 主 要 登 場 人 物

が 、 ブ ロ ンツ ィー ノ のrヴ ィ ー ナ ス とキ ュー

ピ ッ ドの 寓 意 』 に 描 か れ て い る 人 物 と 、 次

の よ う に 対 応 す る もの で あ る と 見 て い る。

ミ リ ー ・シ ー ル(MillyTheale)=ヴ ィ ー

ナ ス、 マ ー ト ン ・デ ン シ ャ ー(Merton

Densher)=キ ュ ー ピ ッ ド、 ル ー ク ・ス ト

レ ッ ト卿(SirLukeStrett)=薔 薇 を 投 げ

か け る 少 年 、 ケ イ ト ・ ク ロ イ(Kate

Croy)=緑 衣 の 少 女 、 マ ー ク 卿(Lord

Mark)=「 時 」 の 翁 と左 手 上 の 娘 。

こ の よ うな 対 応 が 可 能 な根 拠 と氏 が 見 て い

るの は、(1)ス トー リー 展 開 の点 で もテ ー マ の

関 係 で も マ ニ エ リ ス ム 的 で あ り、 ブ ロ ン

ツ ィ ー ノ が マ ニ エ リス ム の 画 家 で あ る こ と と

一 致 す る こ と
、(2)ミ リー が ブ ロ ン ツ ィ ー ノの

r肖 像 画 』(rル ク レ ツ ィ ア ・パ ンチ ャ テ ィ キ

の 肖像 』 で あ る と い うの が 定 説)に 似 て い

る と 言 わ れ る こ と、(3)ブ ロ ン ツ ィ ー ノ の

rヴ ィ ー ナ ス とキ ュ ー ピ ッ ドの 寓 意 』 の あ る

ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リ ー で 、 ミ リ ー が デ ン
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写 真5。 ブ ロ ンツ ィ ー ノrル ク レ ツ ィア ・パ ン

チ ァ テ ィキ の 肖像 』

シ ャ ー に偶 然 に再 会 す る こ と、 な の で あ る 。

だ が 、 この よ う な 根 拠 か ら二 っ の 作 品 の イ

メ ー ジ が 重 な り合 う こ と は、 私 に は 考 え 難

い 。 そ の理 由 は こ うで あ る。

ジ ェ イ ム ズ は ニ ュ ー ヨ ー ク版 「序 文 」 で 、

「鳩 の 翼 』 の 構 想 を 、 「生 に対 す る大 い な る可

能 性 を 認 識 しな が ら不 治 の 病 に か か り、 こ の

世 を 熱 愛 して い るの に 間 もな く死 ぬ 運 命 に あ

る と宣 告 さ れ て い る若 い 人 を 描 く も の だ 」

(「小 説 の 技 法 一一 ヘ ン リ ー ・ジ ェ イ ム ズ

「ニ ュ ー ヨ ー ク版 序 文 集 」』TheArt(ゾ 仇e

Novel:CriticalPrefacesbyHenry

James,CharlesScribner'sSons,1962,

p.288)と 述 べ て い る。 この 若 い 主 人 公 が 、

山 川 氏 が ヴ ィ ー ナ ス と重 な る と見 て い る ミ

リー で あ る。 彼 女 は 「残 り少 な い 時 間 か ら人

生 の 果 実 を も ぎ 取 ろ う とす る衝 動 に駆 られ

る」(lbid.,p.291)と 設 定 さ れ て は い て も、

「ル ク レ ツ ィ ァ ・パ ンチ ァテ ィ キ の 肖像 』 で

示 す よ う に(写 真5)、 「鉛 色 の 顔 色 を した 」、

「喜 び だ け は ど こ に も感 じ さ せ な い 」、 「死

ん で 、 死 ん で 、 死 ん で い る 」(TheWings

oftheDove,PenguinModernClassics,

1971,pp.142-4)女 性 と描 写 さ れ る の だ 。

こ の 外 貌 か ら し て 、rヴ ィ ー ナ ス と キ ュ ー

ピ ッ ドの 寓 意 』 の ヴ ィ ー ナ ス と は か け離 れ て

い る。

而 も、 ミ リー の 生 へ の衝 動 は、 ヴ ィ ー ナ ス

の エ ロテ ィ ッ クな 快 楽 へ の衝 動 とは 異 質 な も

の と して 、 展 開 さ れ て い る。 題 名 の 「鳩 の

翼 」 の イ メ ー ジ は、 「こ の物 語 の 精 神 の 発 展

を 暗示 す る、 最 も大 切 な 、 言 わ ば、 中 核 を 成

す 隠 喩 と して 使 用 さ れ て い る 」(出 原 博 明

『ヘ ン リー ・ジ ェ イ ム ズ の 小 説 』、 ニ ュー カ レ

ン トイ ンタ ー ナ シ ョ ナ ル 、1987,p.150)の

で あ る が 、 この 鳩 の 隠 喩 が 、 ミ リー に与 え ら

れ て い るの で あ る。 ア ト ・ ド ・フ リー ス 『イ

メ ー ジ ・ シ ン ボ ル 事 典 』(AddeVries,

DictionaryofSymbolsandlmagery,

North-HollandPublishingCompany,

1974.邦 訳 あ り。 山 下 主 一 郎 主 幹 、 大 修 館 書

店 、1984)に も あ る よ う に 、 鳩 の シ ン ボ リ

ズ ム は 、 〈無 垢 ・真 実 ・知 恵 ・優 し さ ・犠

牲 ・平 和 ・貞 節 〉 な どで あ る 。 この よ うな シ

ン ボ リズ ム を 「す ぐさ ま 自分 の もの と して採

用 す る」(ル ー'ス ・イ ー ゼ ルrヘ ン リー ・

ジ ェイ ム ズ 後 期 小 説 に お け る言 語 と 認 識 』

RuthB.Yeazel,LanguageandKnowl-

edgeintheLateNovelsofHenry

James,TheUniversityofChicago

Press,1976,p.55)ミ リ ー は、 〈鳩 の 翼 〉

を広 げ て 脇 人 物 と彼 らの策 謀 を 包 み 込 み 、 そ

して脇 人 物 の方 が 罠 の 犠 牲 と な り、 ミ リー は

鳩 の シ ン ボ リズ ム を 堅 持 して 生 を全 うす る。

こ の よ う に 描 出 さ れ て い る生 は 、 イ メ ー

ジ の 点 で も寓 意 の 点 で も、rヴ ィ ー ナ ス と

キ ュ ー ピ ッ ドの 寓 意 』 と は ほ ど 遠 い 。 ま た 、

「ミ リー が この 小 説 で ヴ ィー ナ ス を 演 じて い

る こ とに っ い て は 、 ミ リー が 、 こ の絵 で も描

か れ て い る ヴ ィ ー ナ スの 鳥 、 鳩 の イ メ ー ジで

捉 え られ て い る こ と に よ っ て も 明 らか で あ

る」(山 川 鴻 三 、 前 掲 書 、p.82)と す る 説

や 、rr輝 か しい 』 やr気 ま ぐれ な 』 とい う形

容 は、 疑 い も な くデ ン シ ャ ー が 、 … キ ュ ー
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ピ ッ ドと して 構 築 さ れ た こ と を 表 して い る」

(前 掲 書 、p.83)と い っ た 、 そ の他 の 脇 人 物

に 向 け られ て い る理 由 と して も、 い ず れ も、

言 葉 の こ じつ け の 域 を 出 な い よ うに 思 わ れ る

の で あ る。

ブ ロ ン ツ ィ ー ノ のrヴ ィ ー ナ ス と キ ュ ー

ピ ッ ドの 寓 意 』 と小 説 の関 係 を 考 え る な ら、

私 は 寧 ろ 、 ヴ ィ ク ト リ ア 朝 の 作 家 トマ ス ・

ハ ー デ ィ(ThornasHardy ,1840-1928)

の 『恋 の 霊 』(71舵WεZZ-」BθZoo記,1897)の

方 を挙 げ るべ き で は な いか と思 って い る。 し

か し、 こ ち らの 方 も、 少 々 の 資 料 の 後 ろ 盾

と、 イ メ ー ジ ・シス テ ムの 中 に よ り近 い 類 似

性 が あ る、 と い うに 過 ぎ な い の で は あ る が 。

ハ ー デ ィ は1903年 に 、 自 選 の 作 品 集 を

rウ ェ セ ッ クス 選 集 』 と して マ ク ミラ ン社 よ

り 出版 して い る(写 真6は1910年 か らの 再 版

の もの)。 こ の 全 集 の 第17巻 に 収 め られ て い

る の が 、 最 後 の 長 篇 小 説r恋 の 霊 』 で あ る。

r恋 の 霊 』 は 、1892年10月1日 よ り12.月17

日 ま で 「イ ラ ス ト レ イ テ ッ ド ・ ロ ン ド

ン ・ニ ュ ー ズ 』(丁 舵 躍 α8ケα舵d五 〇ηdoη

Neωs)に 連 載 され た 「恋 の霊 の追 求 」CThe

PursuitoftheWell-Beloved')(写 真7)

を 大 幅 に 書 き 換 え て 、5年 後 に 出 版 さ れ

写 真7.ト マ ス ・バ ー デ ィ 「恋 の 霊 の 追 求 一

(『イ ラ ス トレイ テ ッ ド ・ロ ン ドン ・

ニ ュ ー ズ』1892年10月1日 号)

中央 大 学 図 書 館 ハ ーデ ィ ・コ レク シ ョン蔵

写 真6.ト マ ス ・ハ ーデ ィ 『ウ ェセ ッ ク ス選集 』(マ ク ミラ ン社 、1910-16)本 学 中 央 図 書 館 蔵
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た 。 従 っ て 、 こ の 雑 誌 発 表 の1年 前 に

rダ ー バ ヴ ィ ル 家 の テ ス』(Tθssqヂ 仇e

♂ σ酌erひ`ZZ2s,1891)が 出 版 さ れ て い た こ

と に な る。

実 は 、 このrダ ー バ ヴ ィ ル 家 の テ ス 』 の 中

で 、 ハ ー デ ィ はrヴ ィ ーナ ス とキ ュ ー ピ ッ ド

の 寓 意 』 か ら借 りた と思 わ れ る構 図 を使 って

い るの で あ る。 テ ス が 偽 ダ ーバ ヴ ィル 家 に 奉

公 に 出 る朝 、 母 親 と妹 達 が 彼 女 を 見 送 る シー

ンの 描 写 は 、 こ う な って い る。 「娘 達 と母 親

は 連 立 っ て 歩 い た 。 … こ の 一 団 は 、 正 直 な

r美 』 の 両 側 にr無 邪 気 』 が 立 ち 、 後 ろ に は

単 純 なr虚 栄 』 が 付 き 従 っ て い る、 一 枚 の

絵 を 成 して い た」(Macmillan,TheNew

WessexEdition,1974,p.76)。 「正 直 な

『美 』」 は テ ス 、 『無 邪 気 』 は 妹 た ち、 「単 純 な

r虚 栄 』」 は母 親 の こ とで あ る。 これ は 明 らか

に 、rヴ ィ ー ナ ス とキ ュー ピ ッ ドの 寓 意 』 の

構 図 で あ る。 ハ ー デ ィ は この 時 、 この 絵 の 影

響 を 多 少 な り と も受 け て い た。 そ れ で 、 この

絵 か らの 着 想 を 、 次 作 の 「恋 の霊 の 追 求 」 と

r恋 の 霊 』 に ま で 持 込 ん だ と い う こ と に な

る 。 だ が 実 際 に は 、rヴ ィ ー ナ ス と キ ュ ー

ピ ッ ドの 寓 意 』 か らの ヒ ン トは 、 ず っ と前 か

らあ っ た よ う な の だ 。

ハ ー デ ィの 二 度 目の 妻 フ ロー レ ンス ・エ ミ

リー ・ハ ー デ ィ の 『トマ ス ・ハ ーデ ィ の 前 半

生 』(FlorenceEmilyHardy,ThεEαrZッ

Lヴ θqプTんo肌 α8伽r(欧y,TheMacmillan

Company,1928)(写 真8は 初 版 本)に よ る

と、rヴ ィ ー ナ ス と キ ュ ー ピ ッ ドの 寓 意 』 が

ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー に入 った5年 後 に 当

た る1865年 頃 、 バ ー デ ィ は ロ ン ドンに住 ん で

い て 、 毎 日昼 食 後20分 間 を ナ シ ョナ ル ・ギ ャ

ラ リ ー の 絵 を 見 て 過 ご した と い う(1翫d.,

P.52)。1865年 は 、 「ア マ ベ ル 」("Amabel)

と い う詩 で 初 め て ハ ー デ ィ が 擬 人 化 し た

「時 」 を 使 っ た 年 で あ り、 そ し て ナ シ ョナ

ル ・ギ ャ ラ リ ー に はrヴ ィ ー ナ ス とキ ュ ー

ピ ッ ドの寓 意 』 の 他 に 「時 」 の翁 を 描 い た 作

品 はな か った 。 それ 故 、 この 絵 か らの 影 響 が

当 時 の ハ ー デ ィ に あ った こ と は 、 当 然 窺 い 知

る こ とが で き るの で あ る。

ま た 、1889年2月19日 付 でr恋 の 霊 』 の着

想 に 「時 」 の 語 を 用 い て 述 べ て い る 前 後 に

は 、 プ ラ トンを 読 ん だ こ とや 、 ナ シ ョナ ル ・

ギ ャ ラ リー の テ ィ ツ ィ ア ー ノや タ ー ナ ー他 の

多 くの 画 家 へ の 言 及 が 頻 出 して お り、 そ し

写 真8. フ ロ レ ンス ・エ ミ リー ・バ ー デ ィrト マ ス ・ハ ー デ ィの 前 半 生 』

(マ ク ミラ ン社 、1928)本 学 中 央 図 書 館 蔵
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て、rr時 』がヴェールを持ち上げて、真の偉

大な画家を私達 に示 し始めている」(Z玩d.,

p.217)と い う記述が同年1月9日 付のとこ

ろにある。或はまた、『恋の霊』の最終章で

は、主 人 公 ピア ス トン(Pierston)が ナ

ショナル ・ギャラリーの絵を見て、美の感性

の消滅を確かめると設定されてもいる。

以上のようにブロンツィーノのrヴ ィーナ

スとキューピッドの寓意』か らの影響とおぼ

しきものは、い くつか挙げることができるの

である。

だが、二っの関係で何よりも明瞭なのは、

r恋の霊』のイメージ ・システムがrヴ ィー

ナスとキュー ピッドの寓意』のイメージやシ

ンボルやアレゴリーと一致することである。

ハーディはまず、舞台を小さな石の島に据

え、ここを、美と愛の女神アフロディテー=

ヴィーナスと、悠久の時の流れを刻み付ける

「時」の翁 との支配す る島 とする。そ して、

この島の出身者ピアス トンに、 これら二っの

内在原理に突 き動かされる生を設定するので

ある。つまり、ピアス トンは、美のイデアで

あ り母親で もあるアフロディテー=ヴ ィー

ナスを、一つには彫刻家 と して、一っには

三代に亘 るエイヴィス(Avice工,Avicell,

Avice皿)=プ シュケーへの恋を通 して、永

遠 に追い求めなければな らないエロース=

キューピッドであるとされているのである。

ところが、ピアス トンが美のイデアを追求

す る過程で発見するのは、自らの上に刻まれ

てゆ く老醜 という形の 「時」の支配である、

とバーディは書 く。美のイデアを追 うピアス

トンの生は、プラ トン哲学の示すように、時

間を巻き戻 し永遠化す る象徴的意味を持つ。

ところが一方で、「時」は確実な支配力を見

せっけている。

r恋 の霊』にあるこのような 〈「時」の支

配〉と 〈アフロデ ィテー 皿ヴィーナス とエ

ロース=キ ューピッドのエロティックな母子

関係〉の対立図は、正 しく、ブロンツィーノ

のrヴ ィーナスとキューピッドの寓意』の も

のである。而 も、先に挙げたいくつかの資料

が ハ ー デ ィ に つ い て あ る こ とを 考 え 合 せ る

と、 私 は 、 ハ ー デ ィが この 絵 を イ メ ー ジ ・シ

ステ ム の 根 底 に置 い て い た、 と想 像 して し ま

うの で あ る。

だ が 、 絵 画 と文 学 との 関 係 を 見 る場 合 、 い

つ も疑 問 に 思 う点 もあ る。 そ れ は 、 明 確 な 影

響 関 係 の典 拠 が な い時 、 二 者 の イ メ ー ジ等 の

類 似 性 を指 摘 す る こ とが ど こま で 文 学 作 品 の

研 究 に と って 有 効 か 、 と い う こ とで あ る 。

日本 で は 、 ジ ェ フ リー ・マ イ ヤ ー ズのr絵

画 と文 学 』(JeffreyMeyers,P読 η`説8α πd

`んe2Vω εZ,ManchesterUniversityPress,

1975)が 松 岡 和 子 氏 訳 で 白水 社 よ り1980年 に

出 版 され て以 来 、 特 に英 文 学 研 究 者 達 に よ る

「絵 画 と文 学 」 に 関 す る研 究 書 が よ く出 版 さ

れ る よ うに な った 気 が す る6主 な もの で は 丸

① 櫻 庭 信 之rイ ギ リス の 小 説 と 絵 画 』(大 修

館 書 店 、1983)、 ② 櫻 庭 信 之r絵 画 と 文 学 』

(研 究 社 出 版 、1987年 増 補 版 初 版)、 ③ 山 川 鴻

三rイ ギ リス 小 説 と ヨー ロ ッパ 絵 画 』(前 掲

済 み)、 ④ 小 田 稔rト マ ス ・ハ ー デ ィ ー 翼

を奪 わ れ た鳥 』・(篠崎 書 林 、1990)、 ⑤ 河 野 哲

二rD.H,ロ レ ン ス の 絵 画 』(山 口 書 店 、

1992)、 ⑥ 松 村 昌 家rヴ ィ ク ト リア 朝 の 文 学

と絵 画 』(世 界 思 想 社 、1993)、 な ど が あ る。

諾雪..こ 鶴 らの著 書 は 、 文 学 と絵 画 を 、 時 代 との

密接な相互関係の中で解釈 しようとするもの

(①②⑥)と 、過去 の優れた絵画か らの影

響 ・類似関係か ら見よ うとす るもの(③ ④

⑤)と に、類別できるものだ。 これら二っの

研究傾向が、今後、先に挙げた疑問への答え

を示 して くれるかもしれないと私は思ってい
蓬る

。
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